実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

情報という教科に対する興味・関心が高く，授業に対する取り組みは良い。コンピュータの操作に関しては，授業を通して慣れてきているが，まだまだ時間がかかる生徒もいる。プレゼンテーションソフトを使ってのプレゼンテーションの経験がない生徒も多い。
　　○　実習環境、使用ソフト等
コンピュータのOSはWindows98，使用したインターネットブラウザは，Internet Explorerである。Microsoft officeがインストールされており，Word（ワープロソフト），Excel（表計算ソフト），PowerPoint（プレゼンテーションソフト）が使用できる。インターネットへは，ISDN回線を通じてスクールネットからインターネットへ接続しているため，インターネットを一斉に使うのは困難である。

３．実践内容

　　次年度に向けての進路学習が行われた時期であったので，「自分の興味のある職業を紹介しよう」というテーマでプレゼンテーションを行わせた。実習では，プレゼンテーションの目的や仕組みを理解させ，その目的を達成するためにはどのような工夫が必要かを体験をふまえて身に付くように配慮した。
「下書き」から，「画面作成」，「原稿作成」，「リハーサル」，「発表」と実際の流れ通りの実習にした。リハーサルは，コンピュータ画面で４人ずつのグループで行い，最後の発表では，４０人を４グループに分け，２教室４ヶ所で発表会場を設営し，全員発表できるようにした。

４．実践結果と考察

　　プレゼンテーションソフトを使っての発表が初めての生徒も多く，最後の発表まで行うことにより，画面のデザインや話し方・発表態度などプレゼンテーションの難しさが具体的に理解され，生徒にとって良い実習であった。

　　全員に発表させるために，２教室４ヶ所で発表を行ったが，予想以上に生徒の活動状況は良かったが，発表に対する評価は生徒の相互評価に頼らざるを得ず，生徒の相互評価能力の向上が求められる。

５．今後の課題

　　どのようなプレゼンテーションが良いのか，どのような点に注意すればよいのか，知識として理解されても，実際行うのは生徒には，難しいようである。プレゼンテーションの画面で参考となるものを提示するだけでなく，プレゼンテーション自体を生徒に示しながら具体的な行動に移せるように指導する必要がある。

















































